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Abstract：The purpose of this study is to determine the “activities to find the best of others.” 
Improving teaching ideas ensures the creation of required PISA type reading comprehension “my 
thoughts,” and verifies its effectiveness. PISA type reading comprehension is determined on the 
basis of language activities, attitudes, positive attitudes depending on the purpose. The guidance 
case addressed in this study shows the core activity in which students make POP. The learning 
activities, the two evaluation activities, and artifacts representation of their own POP come to 
evaluation activities to learn the goodness of making POP of others. This paper confirmes the 
effectiveness of the “activities to find the best of others” in the creation.
Keywords： PISA type “Reading comprehension”, Logical thinking, New course of study, 
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　PISA型読解力は，従来から一貫して，単に言語活
動を行えばよい，というわけではなく，目的に応じて
より積極的で自覚的な態度・姿勢に基づく言語活動を
求めてきた。その意図は，PISA2009においてより鮮
明になった。「目的に応じてより積極的で自覚的な態
度・姿勢に基づく言語活動」を行うためには，実生活
の場において自ら積極的に他者に働きかけることが大
切になる。だから新学習指導要領・新国語科の「伝え
合う力」においては「相互に思考を深めたりまとめた
りしながら解決していく能力」が重視された。「相互
に思考を深めたりまとめたりしながら解決していく能
力」は，知識を活用して何らかの課題を解決する問題
解決のリテラシーである。
　リテラシー（literacy）とは，もともとは「読み・
書き・計算」能力を意味する言葉であった。しかし
高度に情報技術が発達した現代では，「識字」といっ
た域を超えて，情報を「活用する能力」という意味
が強調されるようになった。PISA型読解力は，こう
した情報活用能力を内包した「リーディング・リテラ
シー」である。単に情報を「読み取る」という入力だ
けではなく，情報を「発信する」という出力，さらに
そうした情報のやりとりがどのようなものであったか
を「熟考・評価する」ことまでを含んでいる。
　「問題解決」の典型的なプロセスと「リーディン
グ・リテラシー」との関連については，一般的に次の
ように整理されることが多い。
【図表】 問題解決プロセスと求められるリテラシーと
の関係
問題解決プロセス 求められるリテラシー
①情報を収集する ・情報収集手段の選択
・情報の取捨選択
②情報を分析する ・客観的な情報の読み取り
・情報の批判的な吟味
③問題を発見する ・隠れた原因，問題の発見
・課題の絞り込み
④解決策を構想する ・可能な解決策の選択
・問題解決までの計画
⑤解決策を共有する ・相手に即した的確な表現
・表現の検証，評価
⑥問題を解決する ・実施中の軌道修正
・実施後の評価
　「問題解決プロセス」のどのプロセスにおいても，
他者との関わりが不可欠となる。「一人で」「独自に」
と同時に，考えや立場の異なる相手と協同してコミュ
ニケーションを行い，課題解決や合意形成を行い，人
間関係形成を実現する能力・態度の育成が強く求めら
れているということである。そのために，新学習指導
要領・新国語科は，三領域ともに「交流に関する指導
事項」を位置づけた。互いの考えの共通点や相違点を
考えながら，論理的に思考を広げたり深めたりする学
習指導を積極的に行う必要を主張している。この点に
おいても，PISA型読解力と新学習指導要領が重視す
る「言語活動の充実」は表裏一体の関係であり，「言
語活動の充実」は「交流に関する指導事項」が機能す
るかどうかに委ねられている。
２．PISA型読解力と「自分の考え」
　PISA型読解力においては，読解力の３側面のそれ
ぞれに，レベル１未満〜レベル５までの６段階のレベ
ルが設定されている。例えば，各側面の「レベル３」
と「レベル４」は，それぞれ次のようになっている。
〈情報へのアクセス・取り出し〉
「レベル３」
　　複数の情報を結びつけることができる
「レベル４」
　　複雑に埋め込まれた情報を取り出すことができる
〈「統合・解釈」〉
「レベル３」
　 　 テキストの部分と部分の関係を明らかにすることがで
きる
「レベル４」
　　言葉のニュアンスを読みとることができる
〈「熟考・評価」〉
「レベル３」
　 　 複数の情報などを身近で日常的な知識と結びつけるこ
とができる
「レベル４」
　　テキストを批判的に評価することができる
　PISA型読解力の３側面が充実することによって，
「書かれたテキストを理解し，利用し，熟考し，これ
に取り組む能力」は培われる。PISA型読解力を高め
るためには，テキストを肯定的にとらえて論理的に理
解する（情報へのアクセス・取り出し）だけでなく，
テキストの内容や書き手の意図など関係性を理解し，
論理的に解釈する（統合・解釈）ことが必要である。
さらに，そのテキストについて，内容や表現を吟味・
検討し，自分の知識や経験と結びつけて考えを論理的
にまとめたりする力（熟考・評価）を育成することが
重要となる。読解力の３側面の充実のためは，論理的
思考力が不可欠である。このことは説明文教材に限ら
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ず，むしろ文学教材の読解において意味を持つ。
　PISA型読解力は，情報のインプットからアウト
プットまでの一連の論理的な思考操作を要求する。だ
からこそ，情報のアウトプットとなる「読んだこと
について，根拠を明確にしながら，論理的に自分の
考え・意見を述べること」という「自分の考え」を
論述することが不可欠となるのである。PISA型読解
力が攻める読み，アクティブな読みといわれる所以で
ある。目的意識を持って，主体的に読むことや読んだ
ことに対する自分の意見や考えを表出することの重視
は，文学教材の読解においても不可欠となる。
　PISA型読解力に設定されている各側面のレベルに
示されている内容は，新学習指導要領の指導事項に
近似している。PISA型読解力が求める「自分の考え」
に関連する指導事項は，以下のように，新学習指導要
領の「Ｂ書くこと」「Ｃ読むこと」において頻出する。
◎「Ｂ書くこと」に示されている「自分の考え」
 （下線伊﨑）
【構成に関する指導事項】
○第１学年及び第２学年のイ
　 　自分の考えが明確になるように，事柄の順序に沿って
簡単な構成を考えること。
○第３学年及び第４学年のイ
　 　文章全体における段落の役割を理解し，自分の考えが
明確になるように，段落相互の関係などに注意して文章
を構成すること。
○第５学年及び第６学年のイ
　 　自分の考えを明確に表現するため，文章全体の構成の
効果を考えること。
　国語科の指導事項は，各領域共に課題解決過程を
ふまえた順序で構成されており，その過程の中に，
PISA型読解力の３側面である〈情報へのアクセス・
取り出し〉〈統合・解釈し〉〈熟考・評価〉が内包され
ている。つまり，目的に応じて選んだテキストやその
他の資料を読み，テキストの種類や特性に応じて観点
を決めて情報を取り出し，自らの知識や経験と結び
つけ統合・解釈し，自分の考えや意見としてまとめ上
げ，それらを互いに交流することによって熟考・評価
するというプロセスになっている。
　国語科に求められている「知識・技能の習得と思考
力・判断力・表現力等の育成」は「自分の考え」とし
て統括されており，PISA型読解力における「自分の
考え」を論述することと，同一線上に位置付いてい
る。つまり「自分の考え」に向けて学習活動は調整さ
れる必要があるということである。そのとき「交流に
関する指導事項」が重要な役割を果たすことになる。
３．「自分の考え」と「交流に関する指導事項」
　それでは，どのように「交流に関する指導事項」を
具現化すれば妥当性のある「自分の考え」を持つこと
ができるのだろうか。PISA型読解力の３側面をふま
えれば，それぞれの領域における言語行為を単なる学
習活動として行えば良いというのではなく，その言語
行為の内実となる内容価値，いわゆるなかみを伴った
評価意識や言語行為となることが不可欠であることは
自明である。その評価意識や言語行為を支える言語力
が「交流に関する指導事項」である。
　「交流に関する指導事項」は，次のように示されて
いる。（下線伊﨑）
◎「Ｃ読むこと」に示されている「自分の考え」
 （下線伊﨑）
【説明的な文章の解釈に関する指導事項】
○第５学年及び第６学年のウ
　 　目的に応じて，文章の内容を的確に押さえて要旨をと
らえたり，事実と感想，意見などとの関係を押さえ，自
分の考えを明確にしながら読んだりすること。
 【文学的な文章の解釈に関する指導事項】
○第５学年及び第６学年のエ
　 　登場人物の相互関係や心情，場面についての描写をと
らえ，優れた叙述について自分の考えをまとめること。
 【自分の考えの形成及び交流に関する指導事項】
○第１学年及び第２学年のオ
　 　文章の内容と自分の経験とを結び付けて，自分の思い
や考えをまとめ，発表し合うこと。
○第３学年及び第４学年のオ
　 　文章を読んで考えたことを発表し合い，一人一人の感
じ方について違いのあることに気付くこと。
○第５学年及び第６学年のオ
　 　本や文章を読んで考えたことを発表し合い，自分の考
えを広げたり深めたりすること
「Ａ話すこと・聞くこと」
　…… 課題解決や合意形成を目ざして，お互いの意見や考
えを交流し合う
○第１学年及び第２学年
オ 　互いの話を集中して聞き，話題に沿って話し合うこと。
○第３学年及び第４学年
オ 　互いの考えの共通点や相違点を考え，司会や提案など
の役割を果たしながら，進行に沿って話し合うこと。
○第５学年及び第６学年
オ 　互いの立場や意図をはっきりさせながら，計画的に話
し合うこと。
「Ｂ書くこと」
　…… 指導事項に示された書く能力を観点として，表現物
の良さについて意見や感想を交流し合う
○第１学年及び第２学年
オ 　書いたものを読み合い，よいところを見付けて感想を
伝え合うこと。
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　こうした「交流に関する指導事項」を具現化すると
きには，何を観点として評価するのを明らかにする必
要がある。例えば，「Ｂ書くこと」領域，第５学年及
び第６学年のカ「書いたものを発表し合い，表現の仕
方に着目して助言し合うこと」に示されている「表現
の仕方」であれば，「Ｂ書くこと」のア〜オまでの指
導事項に示された各能力を観点とした評価意識や方法
が求められるということである。指導者のねらいと学
習者の評価意識や方法が無理なく一致する指導の工夫
が求められる。この学習指導の工夫改善として，学習
者がそれまでに学んだ書くことに関する能力を観点と
して活用する「いいところ見つけ交流活動」が有効で
ある。
　「いいところ見つけ交流活動」に関する直接的な表
現は，「Ｂ書くこと」の低学年の中に，書いたものの
よいところを見付けて感想を伝え合うこと」である。
しかし，「交流に関する指導事項」の中の，「互いの考
えの共通点や相違点」「互いの立場や意図」「書き手
の考えの明確さ」「表現の仕方」「自分の思いや考え」
「一人一人の感じ方」「自分考えを広げたり深めたりす
る」などの中には必ず「いいところ」，独自性が含ま
れている。つまり，「いいところ見つけ交流活動」は，
全ての領域において可能であり，またその内実が求め
られる。その基本的な方略は，学習者における既習の
学びを抽出し，観点表として整理することである。
　各領域の学習活動にふさわしい表現成果をお互いに
交流するとき，観点表があれば，その独自性を見つけ
合い，認め合うことが可能となる。自分の独自性は，
自分だけでは見極めにくい。観点表に基づく「いいと
ころ見つけ」という積極的に他者の目をくぐる方策に
よって，自分の考えや考え方に関する良さが，自覚で
き，言葉の力をより意図的に身に付けることができる
のである。同時に観点表は，「自分の考え」の表出を
促し，その質的な内容を担保することにも大きく寄与
する。
４． 「いいところ見つけ交流活動」の具体化となる学
習指導の実際
　「いいところ見つけ交流活動」は，「自分の考え」の
表出を促し，その質的な内容を担保する点において，
その学習指導の工夫改善は，国語科の学習活動の全て
において求められよう。ここでは，その工夫改善の
一例として，小学校５年生における「POP作り」を
中核に据えた学習活動（「作品の良さをポップで紹介
しよう」−主教材名「大造じいさんとがん」（東書５
年下）−）を取り上げ，「いいところ見つけ交流活動」
の有効性に関する分析を行う。
　本単元の主教材である「大造じいさんとがん」は，
動物と人間のかかわりをえがいた物語である。起承転
結の場面構成が分かりやすい，大造じいさんの心情が
会話文や地の文に直接表現されているだけではなく情
景描写にも暗示されているといった特徴を持ってい
る。こうした表現上の工夫によって，子どもたちは大
造じいさんの残雪への気持ちの変化を読み取り，自分
なりの感想を持つことができる。作品の持つ良さを他
者に紹介する力を高めていくために適した教材文であ
るといえる。さらに，テーマ読書へと学習を発展さ
せ，お互いの考えを交流することによって，自分の考
えを広げたり深めたりすることができる。
　本単元の主たる言語活動は，POP作りによる本の
紹介活動である。ポップの項目は，作品名，作者名に
加えて，キャッチコピー，作品のあらすじやおすすめ
の場面とその理由，イラストなどである。POP作り
によって，作品を叙述をふまえて読み抜くことに加え
て，自分の考えを焦点化し効果的に表現する言語活動
を行うことが可能となる。「付けたい言葉の力」は，
第５学年及び第６学年の「文学的な文章の解釈に関す
る指導事項」である「エ　登場人物の相互関係や心
情，場面についての描写をとらえ，優れた叙述につい
て自分の考えをまとめること」である。
　「いいところ見つけ交流活動」は，「（１）POP制
作者自身の表現成果物を主たる素材とする評価活動」
と「（２）他者のPOP作りの良さに学ぶ評価活動」の
２つの学習活動によって構成される。「（１）POP制
作者自身の表現成果物を主たる素材とする評価活動」
○第３学年及び第４学年
カ 　書いたものを発表し合い，書き手の考えの明確さなど
について意見を述べ合うこと。
○第５学年及び第６学年
カ 　書いたものを発表し合い，表現の仕方に着目して助言
し合うこと。
「Ｃ読むこと」
　…… 文章と自分の考えを結びつけて，考えたことを交流
し合う
○第１学年及び第２学年
オ 　文章の内容と自分の経験とを結び付けて，自分の思い
や考えをまとめ，発表し合うこと。
○第３学年及び第４学年
オ 　文章を読んで考えたことを発表し合い，一人一人の感
じ方について違いのあることに気付くこと。
○第５学年及び第６学年
オ 　本や文章を読んで考えたことを発表し合い，自分の考
えを広げたり深めたりすること。
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は，POP制作者による自己評価活動と，小グルー
プによる相互評価活動とが組み合わせられている。
「（２）他者のPOP作りの良さに学ぶ評価活動」は，
学習者が友だちのPOPからお気に入りの作品を選び，
その良さを見極め，作品そのものの読解活動に立ち戻
ることによって，より吟味された「自分の考え」を表
出することにねらいがある。
　資料①は，第２次において，学習者が優れた叙述に
ついて自分の考えをまとめ，作品の良さを紹介するた
めに書かれたPOPである。POPには，資料②のよう
な「POP制作の意図」が添えられる。資料②に添え
られている「POP名人への道−５年３組流・情報伝
達のワザ−」が，「いいところ見つけ交流活動」にお
ける観点表である。観点表が「POP制作の意図」に
添えられているところに，この学習活動の特質があ
る。つまり，観点表は，「自分の考え」となる「表現
内容と方法の工夫を促すヒント」として機能する。
「大造じいさんとがん」のどこに目を向け，何を読み
取り，読み抜き，自分なりの感想や考えを生み出せば
良いのか，その手続きを円滑に進める手助けになる。
　Ｉ児は，この作品のテーマを「勇気」をキーワード
としてとらえようとしている。その根拠を作品のクラ
イマックスに求めた。そうした自分なりの読み取り
の内容や手続きを「POP制作の意図」は示している。
POPという表現成果物に「POP制作の意図」が添え
られることによって，POP制作者の表現意図が自覚
されることと，他者による「いいところ見つけ」の方
向が調整される。
　次頁以降に示した資料③，資料④は，「いいところ
見つけ交流活動」の「（１）POP制作者自身の表現
成果物を主たる素材とする評価活動」と「（２）他者
のPOP作りの良さに学ぶ評価活動」において用いた
ワークシートである。
　前述したように，「（１）POP制作者自身の表現成
果物を主たる素材とする評価活動」（資料③）には，
POP制作者による自己評価活動（ワークシート上部）
と，小グループによる相互評価活動（ワークシート下
部）が組み合わせられている。
【資料①】POP例（Ｉ児）
【資料②】「POP制作の意図」（Ｉ児）
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【資料③】「（１）POP制作者自身の表現成果物を主たる素材とする評価活動」例（Ｉ児）
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【資料④】「（２）他者のPOP作りの良さに学ぶ評価活動」例（Ｉ児）
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　POP制作者による自己評価活動においては，表現
成果物の良さを学習者自身が吹き出しを用いて書き込
むことや，「②POPで伝えたかったこと」「③POPの
伝え方の工夫」「④POPの良い点」を文章で記述する
ことを行っている。「自分の考え」を生み出すために
行われた作品との対話を，POPという表現成果物を
客観的に見直すことによって振りかえることができ
る。「自分の考え」のメタ認知を行うことにもなる。
　POP制作者であるＩ児の意図をふまえて，Ｋ児，
Ｔ児，Ｎ児の３名の学習者が，Ｉ児のPOPの良さを
理由と共に伝えることを行う。それらのコメントを読
み，Ｉ児がさらに「私が気づいた私の良さは……」と
いう指示に従う形で，自分自身の取り組みの内容や方
法の良さを出力する。「自分の考え」のメタ認知が強
化される仕組みとなっている。
　資料④は，「（２）他者のPOP作りの良さに学ぶ評
価活動」を行うワークシートである。Ｉ児はＫ児の
POPを選択し，Ｋ児の伝えたかったこととその伝え
方の良さを探っている。
　このワークシートのポイントの一つ目は，「Ａ−③」
の友だちのPOPを通して，この作品に関する新たに
気づきを出力する項目にある。Ｉ児が「自分の考え」
を生み出すために用いた「勇気」に加えて，Ｋ児の
「仲間を守る」という言葉とが組み合わされていくこ
とによって，Ｉ児の読みは深化する。
　このワークシートのポイントの二つ目は，Ｋ児の
POPの良さの見極めの結果得られた成果を，ワーク
シートの「Ｃもう一度この作品を読み直してみよう」
において，お気に入りの叙述とその理由として，表出
させることによって，Ｉ児の「自分の考え」は補強さ
れ，より独自性の高いものへと変容する。
５．おわりに
　「大造じいさんとがん」（小学校５年生）のPOP作
りと，その「いいところ見つけ交流活動」において，
「自分の考え」の生成が効果的に行われたことを確認
してきた。
　PISA型読解力は，目的に応じてより積極的で自覚
的な態度・姿勢に基づく言語活動を求める。単に情報
を「読み取る」という入力だけではなく，情報を「発
信する」という出力，さらにそうした情報のやりとり
がどのようなものであったかを「熟考・評価する」こ
とまでを，「いいところ見つけ交流活動」は統括し，
支援する。「いいところ見つけ交流活動」によって，
「自分の考え」の内実は生成され，その質は保障され
るのである。
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